
写真図版 18

1　第 76 次　SB020 柱痕検出状況 ( 南より )

3　第 76 次　SB040 完掘状況全景 ( 南より )

5　第 76 次　SB050c 土層 ( 東より )

7　第 76 次　SB080 柱痕検出状況 ( 東より )

2　第 76 次　SB030 完掘状況全景 ( 南より )

4　第 76 次　SB050 検出状況 ( 南より )

6　第 76 次　SB050g 遺物出土状況 ( 北東より )

8　第 76 次　SB125 柱痕検出状況 ( 北より )



写真図版 19

1　第 76 次　SB125c 土層 ( 東より )

3　第 76 次　SA120 柱痕検出状況 ( 東より )

5　第 76 次　SA195a 土層 ( 東より )

7　第 76 次　SX001 土層 ( 南より )

2　第 76 次　SB125f 土層 ( 南より )

4　第 76 次　SA195 完掘状況 ( 北より )

6　第 76 次　SD071 土層 ( 北より )

8　第 76 次　SX001 礫・遺物出土状況 ( 南より )
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1　第 76 次　SX001 完掘状況 ( 南より )

3　第 76 次　SX130 完掘状況 ( 南より )

5　第 76 次　SX150 完掘状況 ( 北より )

7　第 76 次　SX200・SX130・SX210 全景 ( 北より )

2　第 76 次　SX130 検出状況 ( 南より )

4　第 76 次　SX150 土層 ( 北より )

6　第 76 次　SX200 完掘状況 ( 北より )

8　第 76 次　褐色土遺物出土状況 ( 北より )
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1　第 77 次　調査区全景 ( 東より )

3　第 77 次　SB220 完掘状況 ( 西より )

5　第 77 次　SI050SK260 遺物出土状況 ( 北より )

7　第 77 次　SI050 貼床除去状況 ( 南より )

2　第 77 次　SB020・SB030・SB095・SI050 周辺 ( 北より )

4　第 77 次　SB240 完掘状況 ( 南より )

6　第 77 次　SI050 完掘状況 ( 南より )

8　第 77 次　SI100SK250 遺物出土状況 ( 西より )
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1　第 77 次　SI100 完掘状況 ( 東より )

3　第 77 次　SF040・SF060 道路全景 ( 北西より )

5　第 77 次　SX070 土層 ( 南より )

7　第 77 次　SX120 遺物出土状況 ( 南より )

2　第 77 次　SI100 貼床除去状況 ( 西より )

4　第 77 次　SF040 土層 ( 北より )

6　第 77 次　SX070 完掘状況 ( 西より )

8　第 77 次　SX475 検出状況 ( 東より )
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1　第 78 次　調査区全景 ( 南より )

3　第 78 次　SB060 c 土層 ( 西より )

5　第 78 次　SI020 土層 ( 南より )

7　第 78 次　SI050 遺物出土状況 ( 西より )

2　第 78 次　SB060 完掘状況 ( 北より )

4　第 78 次　SI020 焼土・遺物出土状況 ( 南より )

6　第 78 次　SI020 完掘状況 ( 南より )

8　第 78 次　SI050 完掘状況 ( 北より )
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1　第 78 次　SF001 東西道路完掘状況 ( 東より )

3　第 78 次　SF001 南北道路完掘状況 ( 南より )

5　第 78 次　SF030・SF040 完掘状況 ( 西より )

7　第 78 次　SF040 土層 ( 北より )

2　第 78 次　SF001 東西道路東壁土層 ( 西より )

4　第 78 次　SF001 南北道路南壁土層 ( 北より )

6　第 78 次　SF030 土層 ( 北より )

8　第 78 次　SJ051 遺物出土状況 ( 東より )



写真図版 25

1　第 150 次　調査区全景 ( 南より )

3　第 150 次　SD001 土層 ( 北より )

5　第 152 次　調査区全景 ( 西より )

7　第 152 次　SX024 完掘状況 ( 北東より )

2　第 150 次　SB031 完掘状況 ( 南より )

4　第 150 次　SP005 土層 ( 北より )

6　第 152 次　調査区完掘状況 ( 北より )

8　第 152 次　南側調査区完掘状況 ( 北より )
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第 10 図 -3　表

第 27 図 -2

第 27 図 -25　表

第 28 図 -45

第 51 図 -3

第 10 図 -3　裏

第 27 図 -24　表

第 27 図 -25　裏

第 29 図 -58　表

第 37 図 -14　表

第 52 図 -38

第 27 図 -1

第 27 図 -24　裏

第 28 図 -41

第 29 図 -58　裏 第 37 図 -14　裏

第 28 図 -46

第 52 図 -41　底部
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第 54 図 -64

第 55 図 -77

第 56 図 -80

第 64 図 -6　内面

第 64 図 -9　内面

第 52 図 -41

第 54 図 -64　裏

第 55 図 -78

第 56 図 -83

第 64 図 -6　外面

第 64 図 -9　外面

第 55 図 -75 第 55 図 -76

第 56 図 -79

第 56 図 -91

第 64 図 -10　外面

第 54 図 -63

第 64 図 -8
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第 64 図 -13 第 65 図 -30

第 79 図 -4

第 79 図 -13　表第 79 図 -12

第 64 図 -11　内面

第 65 図 -33

第 66 図 -49　表

第 79 図 -10　表

第 79 図 -13　裏 第 91 図 -8　内面

第 64 図 -11　外面

第 66 図 -49　裏

第 79 図 -10　裏

第 79 図 -11

第 64 図 -10　内面

第 65 図 -33　裏

第 80 図 -20
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第 92 図 -16

第 92 図 -23　表

第 104 図 -7　内面

第 92 図 -13　表

第 92 図 -22　表

第 92 図 -23　裏

第 104 図 -7　外面

第 92 図 -13　裏

第 92 図 -22　裏

第 104 図 -3　外面

第 104 図 -32　表

第 91 図 -8　外面

第 104 図 -3　内面

第 93 図 -30　表 第 93 図 -30　裏

第 104 図 -4

第 92 図 -24　裏

第 92 図 -24　表
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第 119 図 -12　表 第 119 図 -13　表

第 119 図 -28　表

第 128 図 -13

第 128 図 -22

第 105 図 -42

第 119 図 -12　裏

第 119 図 -13　裏 第 119 図 -28　裏

第 128 図 -17

第 129 図 -29

第 119 図 -9

第 120 図 -55 第 120 図 -57 第 128 図 -2

第 128 図 -18

第 129 図 -30

第 104 図 -32　裏
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横尾遺跡第62次 集落
弥生・古代・中世・
近世

横尾遺跡第67次 集落
古代・中世・近世・
近代
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弥生・古代・中世・
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古代・中世・近世
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弥生・古墳・古代・
中世

横尾遺跡第78次 集落
弥生・古墳・古代・
中世・近世・近代

横尾遺跡第150次 集落 中世・近世・近代

横尾遺跡第152次 集落 縄文・近現代
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主な遺構 主な遺物

掘立柱建物跡・竪穴建物跡・土坑・溝跡 弥生土器・景徳鎮窯系青花碗・国産陶器・砥石

掘立柱建物跡・土坑・木棺墓・外環濠跡・方形周溝遺構・
溝跡

弥生土器・土師器・龍泉窯系青磁碗・
景徳鎮窯系青花碗・朝鮮陶器碗・国産陶磁器・
翡翠製丸玉・メンコ状土製品・土錘

弥生土器・土師器・瓦質土器椀や小皿・国産陶磁器・
鉄製品刀子・石鏃・石包丁形石器

掘立柱建物跡・柵状遺構・集石遺構・土坑・埋甕・溝跡・
遺物包含層

縄文土器・弥生土器・土師器・国産陶磁器・石皿・
礫器・剥片・石鏃・石斧

掘立柱建物跡・土坑・石組土坑・溝跡・
区画溝跡（方形館跡）

土師器・黒色土器・景徳鎮窯系青花碗と皿・
瀬戸美濃系天目碗・国産陶磁器・石臼（茶臼）

掘立柱建物跡・柵状遺構・土坑・近世墓・外環濠跡・溝跡・
区画溝跡（方形館跡）・道路状遺構

弥生土器・土師器・須恵器円面硯・
景徳鎮窯系青花皿・龍泉窯系青磁碗と皿・
国産陶磁器・土人形・木製櫛・五輪塔・寛永通寳

竪穴建物跡・掘立柱建物跡・土坑・区画溝跡（方形館跡）

弥生土器・土師器・龍泉窯系青磁碗と皿と香炉・
漳州窯系青花皿・景徳鎮窯系青花碗と皿・
朝鮮陶器碗・瀬戸美濃系天目碗・国産陶磁器・
軒丸瓦・丸瓦・土錘・石臼（茶臼）

　本書は、平成4～11年度、および平成25年度に行われた発掘調査のうち、横尾遺跡の中央部12地点、北西端部1地点の調査成果を所収している。今回の調査では、
後期旧石器時代から近現代にかけての遺構が確認された。
　弥生時代については、これまで行われてきた多武尾遺跡・横尾遺跡の調査で弥生時代後期の環濠集落として注目されてきた地域で、今回の調査地点から弥生時代
後期を中心とした竪穴建物跡・方形周溝遺構・掘立柱建物跡・木棺墓・外環濠跡などを検出した。第10次調査地点にて中期後葉の竪穴建物跡を検出し、環濠集落の
形成が中期段階に開始していたことを確認した。環濠集落内の南西端に位置する第62次調査地点では、後期後葉段階の方形周溝遺構1基と周溝の内側に掘立柱建
物跡1棟を確認し、周溝内から祭祀性の強い遺物が出土した点や、周辺に同時期の竪穴建物跡・貯蔵穴などの集落遺構が認められない点などから、特別な空間や祭
祀儀礼の場として使用されたことが想定される。方形周溝遺構の埋没後には近辺に木棺墓群が配置されており、祭祀儀礼の場から墓域へと移行したものと考えられる。
これに加えて後期後葉末段階の竪穴建物跡の分布状況と、第62・68次調査地点で確認した外環濠跡、多武尾遺跡第1・3次調査で確認した内環濠跡についても同時
期に廃絶している状況から、各遺構が同時併存していた可能性が考えられ、環濠集落内において居住空間や祭祀空間などの区分けがあったものと想定される。
　中世では、第67・68・70次調査地点などで検出した2基の方形館跡の南側から、13世紀代から17世紀前半にかけて継続的に建て替え続けられた掘立柱建物跡群を検
出した。周辺から龍泉窯系青磁の破片が数点出土していることから、高田荘に土着した有力者層に関連する建物跡群であると考えられる。この掘立柱建物跡群に隣接
して、戦国末期に突如大友家臣団の屋敷と推定される方形館跡が造営され、館跡の周辺に道路状遺構が敷設されている状況から、広範囲における開発行為が認めら
れ、横尾の集落が防衛機能を持つ拠点集落へと変化したものと判断される。

報告書抄録

掘立柱建物跡・柵状遺構・溝跡 龍泉窯系青磁碗・土師質土器

地層横転遺構・溝跡 縄文土器・弥生土器

掘立柱建物跡・大型円形建物跡・柵状遺構・土坑・
円形周溝遺構・溝跡・遺物包含層

弥生土器・土師器・龍泉窯系青磁碗・国産陶磁器・
土錘・剥片

掘立柱建物跡・柵状遺構・竪穴建物跡・溝跡・道路状遺構・
遺物包含層

弥生土器・土師器・景徳鎮窯系青花皿・国産陶磁器・
土錘・磨石・砥石・石皿・石核・剥片

掘立柱建物跡・竪穴建物跡・溝跡・道路状遺構・
土器埋設遺構

弥生土器・土師器・国産陶磁器・メンコ状土製品・
土錘

掘立柱建物跡・土坑・溝跡 土師器・景徳鎮窯系青花碗・国産陶磁器・石臼

竪穴建物跡・土坑・土壙墓・溝跡・道路状遺構
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